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平成２７年度宮崎県地域環境保全功労者等表彰 受賞者

１ 個人の部

原田 忠男 様 （宮崎市）
は ら だ た だ お

那須 チエ子 様 （日南市）
な す こ

金永 澄夫 様 （木城町）
か ね な が す み お

以上 ３名

２ 団体の部

高鍋町地域婦人連絡協議会 殿 （高鍋町）
た か な べちよう ち い き ふ じ ん れ ん ら くきよう ぎ か い

川坂自治公民館 殿 （延岡市）
か わ ざ か じ ち こ う み ん か ん

日向市アカウミガメ研究会 殿（日向市）
ひ ゆ う が し け んきゆうか い

延岡市立南方小学校 殿 （延岡市）
の べ お か し り つみなみか たしようが つ こ う

宮村地区さんさんクラブ連合会 殿 （三股町）
み や む ら ち く れ ん ご う か い

宮崎市青年団協議会 殿 （宮崎市）
み や ざ き し せ い ね ん だ んきよう ぎ か い

社会福祉法人 ひまわり福祉会
し や か い ふ く し ほ う じ ん ふ く し か い

幼保連携型 宮丸認定こども園 殿 （都城市）
よ う ほ れ ん け い が た み や ま る に ん て い え ん

以上 ７団体
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１ 個人の部

昭和６３年に社団法人宮崎県産業廃棄物協会に入会、

原田 忠男 様 宮崎市 平成２年からは副会長を務め、通算２７年間にわたって

産業廃棄物の適正処理事業に率先して取り組んだ。

また、平成１９年に第４代会長に就任、２１年度に「宮

崎エコマップ」の作成、２２年度に「みやざきリサイク

ル製品認定制度」を立ち上げるなど、資源の有効活用に

よる循環型社会の構築に向けた取組の推進にも尽力し

た。協会顧問である現在も、協会の活動に積極的に参加

し、適切な指導・助言を行っている。

平成８年から２０年まで、北郷町地域婦人連絡協議会
那須 チエ子 様 日南市 会長、日南市との合併後のから現在に至るまでは、日南

市地域婦人連絡協議会会長を務め、公民館単位でごみの
分別を実施してきた。また、広渡川の環境・水質保全の
啓蒙に努めたほか、EM菌ボカシと廃油アルカリ石鹸作り
を継続的に行い、北郷産業祭りで環境保全のＰＲを兼ね
て販売を行っている。このような地域の環境美化・保全

活動に加え、レジ袋削減のためのマイバッグ活用推進、

節電活動の推進等にも積極的に取り組んでいる。
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県内唯一のオニバスの自生地であり、県指定天然記念

金永 澄夫 様 木城町 物として高い評価を受けている木城町岩渕地区にある岩

渕大池において、オニバスの生息を途絶えさせないよう

に、生育の妨げになるヒシの葉の除去や、害虫の駆除等

の管理を通算１７年にわたって行い、本県の貴重な自然

の保全活動に深く貢献してきた。

これらの保全活動の結果、昨年は８年ぶりにオニバス

が種子から発芽し、花が見られた。
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２ 団体の部

行政が分別回収を始めるまで、自主的にバージンパル

高鍋町地域婦人 高鍋町 プ製の牛乳パック・古新聞をリサイクル回収を実施して

連絡協議会 殿 きた。現在は毎月１日に、古新聞・雑誌類・段ボール・

アルミ缶の４種類を、個人宅や公民館へ回収しており、

その活動は３０年にわたる。

高齢者は回収ステーションまで運ぶことが困難であるた

め、婦人会が自宅訪問し回収することで、大変喜ばれて

いる。

通算３０年にわたり、地区内を流れる川坂川の維持管

川坂自治公民館 延岡市 理活動を継続し、湿原や農地の保全、環境美化、景観づ

殿 くりに努めてきた。

これらの活動により、川坂川には絶滅危惧種の動植物

が多数生息し、川坂湿原は宮崎県重要生息地やラムサー

ル条約湿地潜在候補地等に指定されるなど、地域の自然

環境の保全に貢献している。
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アカウミガメの保護を図るため、１１年間にわたり、

日向市アカウミ 日向市 約５月から１０月にかけて日向市の海岸でアカウミガメ

ガメ研究会 殿 の上陸回数及び産卵状況調査を毎朝実施している。産卵

地のパトロールや環境美化保全活動、産卵・ふ化の観察

会等を通じて、アカウミガメの愛護・保護活動の普及が

図られている。

また、得られたデータは日本ウミガメ会議の基礎資料

の一部となっている。

１８年間にわたり、第６学年の児童を対象として、保

延岡市立南方小 延岡市 健所等が開催する環境教室や環境学習の場への参加を推

学校 殿 進し、児童に対する環境啓発活動を実施している。

児童に対して環境教育を行うことにより、児童の環境

に対する意識を醸成し、保護者への啓発にもつながるな

ど、地域における環境保全の啓発に寄与している。
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１０年にわたって、地域内の施設の草刈り・花植えや、

宮村地区さんさ 三股町 自治公民館連絡協議会と連携して、一人暮らしの高齢者

んクラブ連合会 宅の草刈り等を会員一丸となって実施し、地域の環境美

殿 化を図っている。

これらの活動は、地域住民から高く評価されているだ

けでなく、会員の生きがいとなっており、地域でのボラ

ンティア活動の啓発にもつながっている。

大淀川河川敷、宮崎市街、青島・高岡地区、市民の森

宮崎市青年団 宮崎市 等の宮崎市内の沿道美化活動を１３年間にわたって実施

協議会 殿 している。大学生や一般の方にも呼びかけ、交流を深め

るとともに、環境美化の大切さを考えるきっかけづくり

としている。

また、他団体主催の沿道美化活動にも積極的に参加す

るなど、地域の環境美化に貢献している。
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平成１６年度にエコ保育園として認定されて以来、約

社会福祉法人 都城市 １１年にわたって活動を継続している。野菜作りを通し

ひまわり福祉会 た食育や、雨水の利用、落ち葉での腐葉土作り、グリー

幼保連携型 ンカーテンなどを実践している。

宮丸認定こども園 また、ごみ拾いの実施によってごみを捨ててはいけな

殿 いこと、ごみの分別への意識付けを行っている。そのほ

か、廃材を利用した工作や紙芝居・絵本を使った環境教

育の実施など、積極的にエコ活動に取り組んでいる。


